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　市では健康教室の補助などを行う保健師を募集します。
対象　次の要件を満たす人　1人
・保健師免許取得者
・普通自動車免許取得者
・簡単なパソコン操作ができる人
勤務期間　平成24年7月～
勤務日時　平日の週3日　午前9時～
午後4時（休憩1時間）
※勤務日時は相談に応じます。
勤務場所　保健福祉センター
内容　健康教室の運営補助など
時給　1,300円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、保健師免許の写しを添えて6月28
日㈭までに直接高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484へ

市臨時職員（保健師）を募集

情
報
公
開
で
開
か
れ
た
市
政
へ

　
市
で
は
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
の
情
報
公
開
制
度
と
公
正
で
信
頼
さ

れ
る
市
政
を
推
進
す
る
た
め
の
個
人
情
報
保
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

　
こ
の
制
度
は
市
政
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
で
開
か
れ
た
も
の
に
す
る

た
め
に
定
め
た
も
の
で
、
次
の
機
関

が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
情
報
の

保
護
な
ど
の
た
め
、
請
求
内
容
を
す

べ
て
公
開
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
部
分
公
開
な
ど
を
行
い
可
能

な
限
り
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　
情
報
公
開
を
実
施
す
る
市
の
機
関

は
、
市
長
・
教
育
委
員
会
・
選
挙
管

理
委
員
会
・
監
査
委
員
・
農
業
委
員

会
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・

水
道
事
業
・
議
会
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
情
報

　
市
の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
り

取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
磁
気
テ
ー

プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

◆
手
数
料

　
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
情
報
の

写
し
の
交
付
や
郵
送
を
希
望
し
た
場

合
は
そ
の
実
費
が
掛
か
り
ま
す
。

◆
平
成
23
年
度
運
用
状
況

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
・
水
道
事
業
・

平成23年度 情報公開制度の運用状況
請求の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求
件数

公文書 
件数

決定区分など

公開 部分
公開 非公開 拒否 却下 取り

下げ
17 173 10 163 － － － ー

※決定に対する不服申し立てはありませんでした。
実施機関別請求の状況（単位：件）

実施機関名 請求件数

市長

総務課 4
秘書広報課 1
管財契約課 3
市民活動支援課 1
市民課 2
農政課 1
社会福祉課 2
児童家庭課 1
道路課 1
環境課 1
上下水道課 1
合　　計 18

非公開・部分公開の理由別内訳（単位：件）

非公開理由 件数

個人情報 145
法人等情報 20
公共安全等情報 －
国等関係情報 －
合議制機関等情報 －
意思形成過程情報 4
事務事業執行情報 －
法令秘情報 －
情報の存否に関する情報 －
不存在 －

合　　計 169

平成23年度 個人情報保護制度の運用状況
請求の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求 
区分

請求 
件数

公文書
件数

決定区分など

開示 部分
開示 不開示 不存在 取り

下げ
開示 4 6 1 5 － － －
※決定に対する不服申し立ておよび訂正・削除・中止についての請求
はありませんでした。
実施機関別請求の状況（単位：件）

実施機関名 請求件数

市長

市民課 2

児童家庭課 2

合　　計 4

不開示・部分開示の理由別内訳（単位：件）

不開示理由 件数
法令秘情報 5
第三者情報 －
事業活動情報 －
評価等情報 －
公共安全等情報 －
国等関係情報 －
意思形成過程情報 －
事務事業執行情報 －

合　　計 5

議
会
に
対
す
る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
こ
の
制
度
は
実
施
機
関
が
個
人
情

報
を
正
し
く
安
全
に
取
り
扱
う
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
、
実
施

機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情
報
を
見

た
り
、
誤
り
を
正
し
た
り
す
る
権
利

な
ど
を
保
障
す
る
こ
と
で
市
民
の
皆

さ
ん
の
権
利
や
利
益
を
保
護
し
ま
す
。

　
情
報
を
公
開
す
る
場
合
も
例
外
で

な
く
、
個
人
が
識
別
さ
れ
る
部
分
な

ど
は
黒
く
塗
り
つ
ぶ
す
な
ど
個
人
を

特
定
で
き
な
い
形
で
部
分
的
に
公
開

す
る
こ
と
で
個
人
情
報
を
守
り
ま
す
。

◆
自
己
の
情
報
の
確
認
は

　
個
人
情
報
保
護
制
度
で
は
、
情
報

公
開
制
度
と
同
様
の
実
施
機
関
が
保

有
し
て
い
る
情
報
の
中
に
含
ま
れ
る

自
己
の
情
報
を
開
示
請
求
で
き
ま
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
本
人
に
限
り
ま
す
が
、
本
人
が
未

成
年
者
の
場
合
な
ど
は
そ
の
親
権
者
、

成
年
後
見
人
ま
た
は
任
意
後
見
人
も

請
求
で
き
ま
す
。

◆
手
数
料
　

　
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
情
報
の

写
し
の
交
付
や
郵
送
を
希
望
し
た
場

合
は
そ
の
実
費
が
掛
か
り
ま
す
。

◆
平
成
23
年
度
運
用
状
況

　
上
表
の
と
お
り
で
す
。

※
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
・
水
道
事
業
・

議
会
に
対
す
る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

申
・
問

　
所
定
の
様
式
（
総
務
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1
2
へ

※
自
己
の
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い

て
は
郵
送
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

請
求
の
宛
て
先
は
各
実
施
機
関
に
な

り
ま
す
。

　平成24年度版「白井市暮らしの便
利帳」がこのたび完成しました。
　この便利帳は官民協働事業で製作
したもので、製作・発行に係る経費
は広告収入で賄い、市の予算を掛け
ずに発行することができました。
　市の業務案内や暮らしに役立つ情
報、医療機関情報などが盛り込まれ
た冊子で、事業者が各家庭に個別配
布をしております。ぜひ活用してく
ださい。もし届いていないようでし
たら連絡をしてください。
問　秘書広報課広報広聴班　内線
3372 ～４

保健福祉センター

市役所ロビーに設置している情報公開コーナー

※同一の請求で実施機関・非公開理由が複数の場合があるため、合計
は請求の状況と一致しません。

暮らしの便利帳が完成
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
特
定
目
的
基
金
見
直
し
の

基
本
方
針
」
を
定
め
ま
し
た

　
大
切
な
財
源
で
あ
る
基
金
を
有
効

的
に
活
用
す
る
た
め
、
市
で
は
保
有

す
る
特
定
目
的
基
金
（
市
の
貯
金
）

の
全
体
の
あ
り
方
を
見
直
す
た
め
の

方
針
で
あ
る
「
特
定
目
的
基
金
見
直

し
の
基
本
方
針
」
を
定
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
直
し
は
、
施
設
の
改
修

や
整
備
に
活
用
す
る
基
金
を
対
象
と

し
て
行
い
ま
す
。

な
ぜ
基
金
の
見
直
し
が

必
要
な
の
か

◆
基
金
の
現
状

　
特
定
目
的
基
金
は
市
が
特
定
の
行

政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
積
み
立

て
た
貯
金
や
財
産
で
、
現
在
8
つ
の

基
金
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
基
金
の
中
に
は
金
利
の
低
下

に
よ
る
利
子
収
入
の
減
少
に
加
え
て
、

財
政
難
か
ら
新
た
な
積
み
増
し
も
で

き
な
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
平
成
23
年
度
末
の
特
定
目
的
基

金
の
残
高
で
あ
る
13
億
3
、
6
0
0

万
円
（
財
政
調
整
基
金
を
除
く
）
の

う
ち
、
9
億
2
、
1
0
0
万
円
も
の

現
金
が
財
源
と
し
て
硬
直
化
し
、
休

眠
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

◆
財
源
の
問
題

　
市
で
は
前
倒
し
に
よ
る
学
校
施
設

の
耐
震
化
事
業
や
庁
舎
整
備
事
業
、

公
共
施
設
の
保
全
事
業
な
ど
の
数
多

く
の
施
設
改
修
を
中
心
と
し
た
大
規

模
事
業
を
抱
え
て
お
り
、
事
業
費
の

抑
制
を
徹
底
し
た
と
し
て
も
一
般
財

源
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
た
な
行
政
課
題
と
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
へ
の
対
応

　
特
定
目
的
基
金
の
多
く
は
設
置
か

ら
20
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
基

金
を
設
置
し
た
当
時
の
目
的
と
そ
の

後
発
生
し
た
行
政
の
課
題
に
は
隔
た

り
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
基
金
を
設
置
し
た
当
時
か
ら

社
会
経
済
情
勢
も
様
変
わ
り
し
て
お

り
、
基
金
を
設
置
し
た
当
時
の
目
的

で
は
そ
の
変
化
に
対
応
し
き
れ
な
い

と
こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
。

◆
基
金
見
直
し
の
必
要
性

　
平
成
22
年
3
月
に
策
定
し
た
市
行

政
改
革
実
施
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
土
地
開

発
基
金
の
見
直
し
」
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
見
直
し
で

は
土
地
開
発
基
金
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
施
設
の
改
修
や
整
備
に
活
用
す

る
た
め
の
基
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
民
ニ
ー
ズ
と
行
政
課
題
に
合
っ
た

基
金
に
な
る
よ
う
、
基
金
の
整
理
や

再
編
に
取
り
組
み
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
基
金
を
見

直
す
の
か

◆
基
金
の
再
編
・
統
合

　
基
金
の
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
基
金
が
財
源
と
し
て
有
効
に
使
わ

れ
て
い
る
か

●
基
金
の
目
的
と
す
る
事
業
に
対
し
、

基
金
の
規
模
は
適
正
か

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
観
点
に
着
目
し
、

既
存
の
基
金
を
整
理
・
再
編
し
ま
す
。

　
基
金
が
休
眠
状
態
で
あ
っ
た
り
、

基
金
の
規
模
が
適
正
を
欠
い
て
い
た

り
す
る
基
金
に
つ
い
て
は
統
廃
合
の

対
象
と
し
ま
す
。

　
基
金
の
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方

に
基
づ
き
作
成
し
た
、
既
存
の
基
金

の
見
直
し
案
の
概
要
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

◆
基
金
の
整
理
・
再
編
後
の
事
業
の

受
け
皿
と
な
る
基
金
の
創
設

　
現
在
の
市
の
基
金
体
系
で
は
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
既
存
の
公
共

施
設
な
ど
を
有
効
に
活
用
す
る
手
法
）

の
視
点
に
欠
け
て
お
り
、
ま
た
施
設

の
改
修
や
整
備
に
活
用
す
る
た
め
の

基
金
の
多
く
は
目
的
に
対
す
る
基
金

の
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
適
正
な
基

金
の
運
用
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
現
在
市
が

抱
え
て
い
る
基
金
に
関
す
る
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
公
共
施
設
の
整

備
と
保
全
の
た
め
の
基
金
「 

（
仮
称
）

公
共
施
設
整
備
保
全
基
金
」
を
創
設

し
ま
す
。

　
ま
た
基
金
の
再
編
後
に
そ
の
基
金

を
再
び
使
い
勝
手
の
悪
い
も
の
と
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
施
設
の
改
修
や

整
備
に
活
用
す
る
基
金
の
残
高
を
集

約
し
、
基
金
の
再
編
の
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
い
て
「
使
え
る
基
金
」

と
す
る
た
め
に
「 

（
仮
称
）
公
共
施

既存の基金の見直し案（概要）

基金の名称
設置
年度

設置目的
見直しの概要とその理由 平成23年

度末基金
残額

所管部署
概要 理由

減債基金
平成
元年

市債の償還に必要な財源を確保し、
将来にわたる市財政の健全な運営に
資するため

存続
基金の目的を達成するために必要な額に程遠く、新たな
積み増しもしていないために休眠状態であるが、市債の
償還に必要な財源確保の受け皿となる基金であるため

614 財政課

社会福祉事業
推進基金

昭和
48年

住民の保健福祉の増進を図り、社会
福祉事業を強化推進するための財源
に充てるため

存続（寄附金の扱いについ
ては「（仮称）まちづくり寄
附金基金」に統一）

現在も心身障害者（児）に対する助成制度等に基金を充
当し、活用しているため

192,387 社会福祉課

国際交流基金
平成
3年

国際交流の振興に寄与するため 現在も国際交流事業に基金を充当し、活用しているため 37,361 企画政策課

教育施設基金
昭和
54年

教育施設の建設事業および改修事業
を円滑に行うため

廃止し「（仮称）公共施設整
備保全基金」に移行・統合

平成24年度で基金の残額がなくなる見込みのため 186,026 教育総務課

塵芥処理施設
建設改良基金

昭和
54年

塵芥処理施設の建設改良事業を円滑
に行うため

基金の目的を達成するために必要な額に程遠く、新たな
積み増しもしていないために休眠状態であり、新たな施
設建設の計画もないため

5,600 環境課

運動公園・総
合体育館建設
基金

平成
4年

白井運動公園および総合体育館を建
設するため

基金の目的を達成するために必要な額に程遠く、新たな
積み増しもしていないために休眠状態であり、建設計画
が現在凍結中であるため

11,724 都市計画課

学校給食施設
基金

平成
6年

学校給食施設の建設および改修事業
を円滑に行うため

基金の目的を達成するために必要な額に程遠く、新たな
積み増しもしていないために休眠状態であるため

12,895
学校給食
共同調理場

土地開発基金
昭和
45年

公用もしくは公共用に供する土地、
または公共の利益のために取得する
必要のある土地をあらかじめ取得す
ることにより、事業の円滑な執行を
図るため

土地開発基金の現金の一部
を存続し、一部を「（仮称）
公共施設整備保全基金」に
移行

土地の取得を行っていないために休眠状態であるが、計
画的なまちづくりに対応するために一定の基金は必要で
あるため

890,377 管財契約課

設
整
備
保
全
基
金
」
に
統
合
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
末
現
在
お
よ
び
再
編

後
の
基
金
体
系
と
そ
の
総
額
は
、
上

図
の
と
お
り
で
す
。。

◆
新
た
な
基
金
（
寄
附
金
を
積
み
立

て
る
た
め
の
基
金
）
の
創
設

　
近
年
は
、
寄
附
者
が
そ
の
使
い
道

を
指
定
し
た
上
で
寄
せ
ら
れ
る
寄
附

金
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
居
住
す

る
地
方
公
共
団
体
の
住
民
税
と
所
得

税
を
一
定
の
限
度
額
ま
で
軽
減
す
る

国
の
制
度
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
利
用
す
る
寄
附
者
か
ら
の
寄
附
金

も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
そ
の
受
け
皿
と
な
る
基
金

と
し
て
、
寄
附
者
が
そ
の
使
い
道

（
事
業
）
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た

上
で
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
積
み
立

て
、
寄
附
者
の
意
向
を
反
映
す
る
事

業
に
充
て
る
た
め
、
寄
附
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
金

「   （
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
基

金
」
を
創
設
し
ま
す
。

◆
基
金
の
計
画
的
な
積
み
増
し

　
再
編
後
の
基
金
に
つ
い
て
は
財
政

状
況
を
確
認
し
、
基
金
残
高
を
考
慮

し
な
が
ら
計
画
的
に
積
み
増
し
を
行

い
ま
す
。

◆
施
設
の
改
修
や
整
備
に
関
す
る
基

金
以
外
の
見
直
し

　
今
後
3
年
以
内
に
そ
の
ほ
か
の
基

金
に
つ
い
て
も
基
金
の
規
模
や
利
用

方
法
な
ど
が
適
切
で
あ
る
か
、
効
果

的
で
あ
る
か
な
ど
の
検
証
を
行
っ
た

上
で
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た

土
地
開
発
基
金
の
現
金
で
先
行
取
得

し
た
、
冨
士
中
学
校
予
定
地
な
ど
の

土
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
今
回
の
基
金
の
見
直
し
に
伴
い
、

今
年
度
中
に
関
係
基
金
条
例
な
ど
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2

（単位：千円）

 教育施設基金　　　186,026

再編前（平成23年度末現在）

 財政調整基金　　2,388,575

 塵芥処理施設建設改良基金
　　　　　　　　　　  5,600

運動公園・総合体育館建設基金
　　　　　　　　　　11,724

 学校給食施設基金　  12,895

 社会福祉事業推進基金
　　　　　　　　　 192,387

再編後の基金体系と総額

 減債基金　　　　　　　 614

 （仮称）公共施設整備保全基金
　　　　　　　　 1,006,650

【内訳（案）】
・庁舎分　　　　　    500,000
・ストックマネジメント分
　　　　　　　　　 200,000
・学校分　　　　　   300,000
・その他　　　　　　　  6,650

 土地開発基金（現金分）
　　　　　　　　　 100,000

 （仮称）まちづくり寄附金基金
　　　　　　　　　　　　未定

 財政調整基金　　2,388,575

 減債基金　　　　　　　 614

 社会福祉事業推進基金
　　　　　　　　　 192,387

 国際交流基金　　　   37,361  国際交流基金　　　   37,361

 土地開発基金（現金分）
　　　　　　　　　 890,377

存続

存続

存続

存続

廃止・統合

廃止・統合

廃止・統合

廃止・統合

見直し存続

再編後

【新設】

（単位：千円）
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放
置
自
転
車
は
駅
前
広
場
や
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
身
体
に
障
害

が
あ
る
人
の
通
行
や
救
急
車
・
消
防

車
な
ど
に
よ
る
緊
急
出
動
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。

　
市
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
」
で
、
白
井
駅
前
お

よ
び
西
白
井
駅
前
の
周
辺
を
「
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
」
に
定
め
て
い

ま
す
。
放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車

は
、
条
例
に
基
づ
き
市
で
撤
去
・
移

送
し
ま
す
。
自
転
車
な
ど
を
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い

で
い
る
場
合
は
、
切
断
し
て
撤
去
し

ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
の
引
き
取

り
の
際
に
は
、
自
転
車
な
ど
の
使
用

市
内
全
出
張
所
を
臨
時

休
所
し
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
、
7
月

7
日
㈯
・
8
日
㈰
は
西
白
井
複
合
・

白
井
駅
前
・
冨
士
・
桜
台
・
公
民
セ

ン
タ
ー
の
各
出
張
所
に
お
い
て
終
日

業
務
を
停
止
し
ま
す
。

　
前
も
っ
て
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書

な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い

る
場
合
は
、
早
め
に
市
役
所
や
各
出

張
所
で
申
請
し
、
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
　
市
民
課
市
民
班

　
内
線
3
1
4

2牧
草
の
放
射
性
物
質
安

全
確
認
検
査
結
果

　
市
内
の
単
年
生
牧
草
の
安
全
確
認

を
行
う
た
め
、
市
で
は
4
月
5
日
・

25
日
に
放
射
性
物
質
安
全
確
認
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
県
農
林
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
㈶

千
葉
県
環
境
財
団
に
よ
る
分
析
結
果

は
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

3市
役
所
前
県
道
4
車
線

化
拡
幅
工
事
の
工
期
が

延
長
さ
れ
ま
す

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が

現
在
進
め
て
い
る
、
市
役
所
前
の
県

道
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
北
環
状
線
4

車
線
化
拡
幅
工
事
は
、
当
初
そ
の
工

西白井駅前 白井駅前

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

者
が
移
送
保
管
手
数
料
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
自
転
車
な
ど
を

駐
輪
す
る
と
き
は
必
ず
所
定
の
駐
輪

場
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
定
期
利
用
の
申
請
を
す
る
か
、

一
時
利
用
券
を
購
入
し
て
自
転
車
な

ど
に
添
付
し
ま
し
ょ
う
。

◆
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
返
還
申
請
】

日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

場
所
　
市
民
安
全
課

持
ち
物
　
返
還
を
受
け
る
人
の
住
所

や
氏
名
が
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）  

、
印
鑑
、
は

が
き
で
通
知
を
受
け
た
場
合
は
保
管

自
転
車
等
返
還
通
知

移
送
保
管
手
数
料

　
自
転
車
2
、
0

0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車
3
、  

0

0
0
円

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時
　
金
・
日
曜
日
（
金
曜
日
が
祝

日
の
場
合
や
年
末
年
始
を
除
く
）

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
市
白
井
3
7
7
―
6
）

持
ち
物

　
返
還
申
請
時
に
発
行
す
る

返
還
許
可
証
、
自
転
車
な
ど
の
鍵
、

印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
・
2

自
転
車
の
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

放置自転車は撤去します

男女共同参画週間
～あなたがいる　わたしがいる　未来がある～

　毎年6月23日から29日までの1週間は、
男女共同参画社会基本法の目的や基本理
念に関することについて理解を深めるこ
とを目的とした「男女共同参画週間」と
定められています。
　男性と女性が職場・学校・地域・家庭
で、それぞれの個性と能力を発揮できる
「男女共同参画社会」。その実現のために
は、行政だけでなく、市民の皆さん一人
一人の取り組みが必要です。 
　私たちのまわりの男女のパートナー
シップについて、この機会に考えてみませんか。 
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3354・5

男女共同参画週間ポスター

期
が
6
月
末
ま
で
で
し
た
が
、
関
係

機
関
と
の
協
議
な
ど
に
時
間
を
要
し

た
た
め
、
当
面
の
間
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報

し
ろ
い
平
成
23
年
11
月
1
日
号
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班

　
内

線
3
3
4
1
、
都
市
計
画
課
計
画
整

備
班

　
内
線
3
2
3
7

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

設
置
許
可
申
請
に
係
る

関
係
図
書
の
縦
覧

　
㈱
フ
ジ
コ
ー
が
折
立
字
前
原
32
番

6
・
7
の
一
部
に
計
画
す
る
産
業
廃

棄
物
焼
却
施
設
に
係
る
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
設
置
許
可
申
請
書
と
生
活

環
境
影
響
調
査
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間

　
本
日
〜
7
月
17
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所

　
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
指
導

課
、
県
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
地
域

環
境
保
全
課
、
市
環
境
課

申
・
問

　
意
見
書
を
提
出
す
る
人
は

郵
送
で
7
月
31
日
㈫
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
2
6
0
―
8
6
6
7

　
千

葉
市
中
央
区
市
場
町
1
―
1

　
県
環

境
生
活
部
廃
棄
物
指
導
課
産
業
廃
棄

物
指
導
室
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2

6
5
5
へ

市道の路肩・U字側溝の
清掃や除染作業を一時
見合わせます
　市道の路肩・U字側溝の清掃や放射性
物質の除染作業で回収した土砂は、現在
市役所車庫内に仮置き保管していますが、
保管場所となる車庫床の補強工事を行う
ため、市内全域での市道の路肩・U字側
溝の清掃や放射性物質の除染作業を10月
中旬まで見合わせます。
　皆さんや自治会などで実施する路肩・
U字側溝の清掃や放射性物質の除染作業
で発生する土砂の回収作業も併せて見合
わせます。
■問　環境課放射線対策室　内線3287・8

牧草の放射性物質検査結果
（単位：ミリシーベルト）

採取日
放射性セシウム

合計
134 137

4月5日 3.81 6.57 10.38

4月25日 6.56 5.14 11.70

※県の目標値はそれぞれ合計で50
ベクレル／㌔㌘以下です。

Q
　
3
日
前
に
「
お
届
け
物
で
す
」

と
い
う
の
で
ド
ア
を
開
け
る
と
、
新

聞
の
勧
誘
員
が
立
っ
て
い
た
。
宅
配

便
を
装
う
か
の
よ
う
で
、
い
き
な
り

景
品
を
渡
さ
れ
た
。 

「
長
年
愛
読
し

て
い
る
新
聞
が
あ
る
の
で
」
と
断
っ

た
ら
「
ひ
と
月
で
い
い
か
ら
」
と
な

か
な
か
帰
ら
な
い
。
し
つ
こ
い
の
で

月
額
3
、
9
2
5
円
な
ら
払
え
る
か

と
思
い
、
半
年
の
購
読
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
。
よ
く
考
え
る
と
、
2
紙

は
い
ら
な
い
の
で
解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
60
代
・
男
性
）

A
　
新
聞
の
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
大
変
多
い
も
の
で
す
。

　
事
例
は
訪
問
販
売
な
の
で
、
特
定

商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
勧
誘

に
先
立
っ
て
は
、
事
業
者
名
や
ど
ん

な
商
品
の
セ
ー
ル
ス
に
き
た
の
か
を

告
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
事
例
で
は
販
売
目
的
を
隠
し
て
来

訪
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
契
約

を
断
っ
た
場
合
、
再
勧
誘
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
事
例
の
場
合
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
の
解
約
な

の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
し
ま
う
と
、
契
約
期
間
中
に
正
当

強

引

な

新

聞

の

勧

誘

な
理
由
な
く
消
費
者
の
都
合
で
一
方

的
に
解
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
販
売
店
と
交
渉
し
て

合
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
聞
の
契
約
書
に
は
購
読
期
間
や

配
達
開
始
日
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

な
ど
の
契
約
す
る
上
で
と
て
も
大
事

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
表
も

裏
も
隅
々
ま
で
よ
く
確
認
し
、
保
管

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ト
ラ
ブ
ル
の
中
に
は
、
認
知
症
の

高
齢
者
が
家
族
の
不
在
時
に
長
期
間

の
契
約
を
行
い
、
家
族
が
そ
の
事
実

を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
発
生
し
て
い
る
の
で
、
家
族
や

周
囲
の
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
知
ら
な
い
人
が
訪
ね
て
き
た
と
き

は
、
防
犯
上
か
ら
も
必
ず
名
前
や
用

件
を
聞
い
て
か
ら
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。
断
り
切
れ
ず
に
契
約
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
必
要
の
な
い
勧
誘
に

は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
155

●●新
聞

契約書

※　　　　　は放置自転車禁止区域、　　　　　  は駐輪場です。
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納
税
・
納
入
通
知
書
、
決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

〜
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〜

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
税
・
納
入
通
知
書
お
よ

び
特
別
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
、
そ

れ
ぞ
れ
納
税
・
納
付
義
務
者
と
な
る

人
に
次
の
と
お
り
郵
送
し
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で

納
付
す
る
人
に
は
、
納
税
・
納
入
通

知
書
を
7
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
納
期
は
7
月
か
ら
2
月
ま
で
の
各

月
末
に
8
回
設
定
し
て
い
ま
す
。
制

度
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
、
必

ず
納
期
ま
で
に
金
融
機
関
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
口
座
振
替

の
人
は
、
納
期
ま
で
に
残
高
の
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
】

　
年
金
の
収
入
が
年
額
18
万
円
な
ど

の
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、

公
的
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
特

別
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
7
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
金
額
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年間保険料
限度額
55万円

※介護分は介護保険第2号
被保険者（40歳から64歳ま
で）が対象です。

＝

あなたの世帯の年間保険税

国保税の計算根拠 納
税
・
納
入
通
知
書
、
決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

〜
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〜

　
医
療
保
険
制
度
は
病
気
や
け
が
な
ど
の
と
き
の
自
己
負
担
が
軽
く
済
む
よ
う
に
、
世
帯
主
や
加
入
者
が
保
険
税
（
料
）
を
負
担
し
て

備
え
る
制
度
で
す
。

※基礎控除後の所得は平成23年分の総所得から33万円を引いた金額です。

医療分
限度額
51万円

※特定世帯とは、国保加入
者の後期高齢者医療制度へ
の移行に伴い、国保に残る
人が1人となってから継続
して5年間を経過するまで
の世帯です。

【
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方
で

納
付
す
る
人
】

　
年
度
の
途
中
に
特
別
徴
収
の
条
件

を
満
た
す
た
め
に
10
月
か
ら
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
る
人
に
は
、
納
税
・

納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
を
7
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
は
、
送

付
さ
れ
た
通
知
書
を
金
融
機
関
な
ど

に
持
参
し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に

　
事
情
に
よ
り
国
保
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
期
内
の
納
付
が

困
難
な
人
に
対
し
て
、
分
割
納
付
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
災
害
な
ど
の
事
情
に
よ
り
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

納
税
・
納
入
義
務
者

【
国
保
】

　
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
、
住
民

票
上
の
世
帯
主
で
す
。
国
保
税
は
加

入
者
一
人
一
人
の
所
得
の
額
や
加
入

者
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
世
帯
ご
と

に
算
出
し
ま
す
。

　
世
帯
主
が
国
保
以
外
の
健
康
保
険

（
職
場
の
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
の
中
に

国
保
の
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
世

帯
主
が
国
保
税
の
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
入

義
務
者
は
、
加
入
者
本
人
で
す
。
こ

れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
保
や
社
会

保
険
、
共
済
保
険
な
ど
か
ら
脱
退
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

と
、
国
保
と
異
な
り
世
帯
主
で
は
な

く
加
入
者
一
人
一
人
が
保
険
料
の
納

入
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
算
定

　
国
保
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

【
平
成
24
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
】

　
平
成
24
年
度
中
に
75
歳
に
な
り
、

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
人
の
国
保
税
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
重
複
し
な
い
よ

う
に
誕
生
月
以
降
分
の
税
額
を
あ
ら

か
じ
め
減
額
し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

た
後
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

75
歳
に
な
っ
た
後
に
納
入
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。

【
平
成
24
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
人
】

　
介
護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
と
な

る
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
国
保
加
入

者
の
税
額
に
は
、
介
護
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
人

は
、
そ
の
人
の
誕
生
日
の
前
日
が
属

す
る
月
か
ら
介
護
分
の
負
担
が
発
生

し
ま
す
。
該
当
者
に
は
40
歳
に
到
達

し
た
後
に
介
護
分
の
税
額
を
加
算
し
、

平等割額（1世帯につき）
  特定世帯以外　30,300円
  特定世帯　　　15,150円

支援分
限度額
14万円

介護分
限度額
12万円

所得割額
 基礎控除後の所得
 ×2.10㌫

＋
＋

＋

国
保
税
変
更
決
定
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

1
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
人
へ

【
国
保
】

　
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降
に
白
井

市
へ
転
入
し
た
人
へ
は
、
ま
ず
加
入

者
数
に
応
じ
て
計
算
し
た
均
等
割
額

と
、
世
帯
ご
と
に
計
算
し
た
平
等
割

額
を
合
わ
せ
た
納
税
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。

　
市
で
は
前
住
所
地
へ
平
成
23
年
分

の
所
得
額
の
照
会
を
し
、
回
答
が
あ

っ
た
後
に
所
得
割
額
を
加
算
し
た
国

保
税
変
更
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降
に
白
井

市
へ
転
入
し
た
人
へ
は
、
ま
ず
均
等

割
額
の
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
市
で
は
前
住
所
地
へ
所
得
額
の
照

会
を
し
、
回
答
が
あ
っ
た
後
に
所
得

割
額
を
加
算
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
変
更
決
定
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

申
・
問

　
保
険
年
金
課
保
険
税
班
　

内
線
3
1
7
1
〜
3
へ

後期高齢者医療保険料の計算根拠

＝

所得割額
基礎控除後の所得×7.29㌫

＋

均等割額
37,400円

※基礎控除後の所得は平成23年分の総所得から33万円を引いた金額です。

　一時保育を希望する人は、詳細について問い合わせてください。
日時　平日　午前8時30分～午後4時30分、土曜日　午前8時30分～午後0時30分
場所　清水口保育園、南山保育園
対象　市内在住の生後6カ月から就学前までの子
種類・対象事由・期間　下表のとおり
利用料金（1時間あたり）　0歳　500円、1 ～ 2歳　400円、3歳～就学前　300
円
※給食を希望する場合は、300円が別に掛かります。
　生活保護を受給している人は、申し込みの際に受給証明書を持参してくださ
い。
■申　利用希望日の前月の第1火曜日から1週間前の日までに電話で事前予約の上、申請書（清水口保
育園および南山保育園にあります）に必要事項を記入して直接一時保育を希望する保育園へ
※一時保育を初めて利用する場合は、事前に子どもの現状について伺う面接を行います。
■問　清水口保育園内一時保育「キッズ」☎（491）8082、南山保育園内一時保育「くれよん」
☎（491）1413（毎週火・水曜日　午後1時30分～ 4時、緊急保育Ⓐは除く）

一時保育
種類 対象事由 期間

非定型保育 就労やボランティア活動などの間の一時保育 月14日以内

緊急保育
Ⓐ急な通院・入院・介護などの間の一時保育
Ⓑ定期的な通院などの間の一時保育

月14日以内

私的事由保育 家庭の用事や保護者のリフレッシュなどの間の一時保育 月2日以内

均等割額
世帯内の加
入者数
×4,300円

清水口保育園内一時保育「キッズ」
南山保育園内一時保育「くれよん」

＝
＝

所得割額
 基礎控除後の所得
 ×7.03㌫

＋

均等割額
世帯内の加
入者数
×26,300円

＋

所得割額
 基礎控除後の所得
 ×1.42㌫

＋

均等割額
世帯内の加
入者数
×11,400円

＝
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　高
齢
期
に
大
切
な
栄
養

　
高
齢
期
は
食
が
細
く
な
っ
た
り

買
い
物
や
調
理
の
手
間
が
負
担
に

な
っ
た
り
と
、
体
に
必
要
な
栄
養

が
不
足
し
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
欲
が
落
ち
て
く
る

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
体
調

を
崩
し
や
す
く
な
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　
高
齢
期
の
特
徴
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

①
味
覚
の
低
下

　
高
齢
に
な
る
と
生
理
現
象
と
し

て
、
唾
液
の
量
が
減
り
ま
す
。
唾

液
が
減
る
と
口
の
中
が
乾
き
、
味

が
わ
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
、

糖
分
や
塩
分
が
多
く
味
付
け
の
濃

い
も
の
を
好
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
摂
食
・
嚥え

ん
げ下
機
能
の
低
下

　
歯
が
悪
く
な
っ
た
り
口
の
中
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
た
り
す
る
こ
と

か
ら
、
か
む
力
や
飲
み
込
む
力
が

弱
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
固

い
も
の
や
繊
維
の
多
い
も
の
を
好

ま
な
く
な
り
、
肉
・
海
藻
・
果
物
・

野
菜
な
ど
が
不
足
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

◆
食
べ
や
す
く
す
る
調
理
法
の
工
夫

　
メ
ニ
ュ
ー
や
調
理
方
法
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
食
材
も
食
べ
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
食
材
の
味
付

け
に
だ
し
を
効
か
せ
る
な
ど
す
る

こ
と
で
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
む
能
力
が
低
下
し
て
い
る
人

は
お
か
ゆ
、
軟
ら
か
く
煮
込
ん
だ

肉
・
野
菜
、
肉
団
子
、
そ
ぼ
ろ
あ

ん
な
ど
の
食
材
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
飲
み
込
む
力
が
低
下
し
て
い
る

人
は
食
材
を
軟
ら
か
く
煮
込
ん
だ

り
適
当
な
大
き
さ
に
刻
ん
だ
り
す

る
と
飲
み
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

10
の
食
品
を
食
べ
ま

し
ょ
う

　
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
組
み
合
わ

せ
た
食
事
を
と
る
こ
と
で
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
栄
養
不
足
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
下
の
10
種
類
の
食
品
を
主
菜

お
よ
び
副
菜
か
ら
と
る
事
を
意
識

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

10
の
食
品
　
肉
類
、
魚
介
類
、
卵

類
、
牛
乳
（
生
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト

含
む
）  

、
大
豆
・
大
豆
製
品
（
味

噌
・
し
ょ
う
ゆ
を
除
く
）  

、
緑
黄

色
野
菜
類
、
芋
類
、
海
藻
類
、
果

物
類
、
油
脂
類

　
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
お

か
ず
や
汁
も
の
の
約
80
㌫
は
、
こ

れ
ら
の
10
食
品
群
か
ら
成
っ
て
い

ま
す
。
1
日
3
食
の
食
事
は
、
心

身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
と
て
も

大
切
で
す
。

事
業
者
紹
介

　
ヘ
ル
パ
ー
一
同
「
情
熱
と
や
さ

し
さ
で
サ
ポ
ー
ト
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
在

宅
で
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
し
て
い
き
た
い
と
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ま
わ

り
（
冨
士
1
0
0
―
3

　
メ
ゾ
ン

小
山
1
0
2
2
）　 

☎
（
4
4
5
）

1
1
2
4

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
15

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ま
わ
り

生

活

習

慣

病

の

予

防

に

〜
国
保
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
診
〜

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
初

期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

症
状
が
現
れ
た
時
に
は
病
状
が
進
行

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
　

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
健

康
状
態
を
客
観
的
に
把
握
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
と
は

　
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
対
策
を

主
な
目
的
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
被
保
険
者
で
40
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
結
果
を
基
に
、
希
望
者
に
は

市
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
生
活

習
慣
改
善
の
支
援
（
特
定
保
健
指
導
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
生
活
習
慣
病
な

ど
が
気
に
な
る
人
は
積
極
的
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
対
象
者
へ
は
今
月
末
に
問
診
票
な

ど
の
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す

日
程
・
場
所

　
左
上
表
の
と
お
り

受
付
時
間
　
午
前
8
時
〜
11
時

対
象
　
平
成
25
年
3
月
31
日
現
在
で

40
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者

※
問
診
票
な
ど
を
送
付
す
る
人
は
、

平
成
24
年
4
月
30
日
現
在
で
国
保
に

加
入
し
て
い
る
人
で
す
。
平
成
24
年

5
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
転
入
し

た
り
、
ほ
か
の
健
康
保
険
か
ら
切
り

替
え
て
国
保
に
加
入
し
た
り
し
た
人

は
、
保
険
年
金
課
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
加
入
者

を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
医
療
保

険
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目

◆
基
本
項
目
　
質
問
票
（
服
薬
歴
、

喫
煙
歴
な
ど
） 

、
身
体
測
定
（
身
長
・

体
重
･
B
M
I
･
腹
囲
） 

、
身
体
診

察
、
血
圧
測
定
、
血
液
（
肝
機
能
・

血
糖
・
脂
質
）
検
査
、
尿
検
査

◆
詳
細
項
目
（
一
定
の
基
準
で
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
実
施
）

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検

査

持
ち
物
　
国
保
被
保
険
者
証
、
受
診

券
兼
問
診
票

自
己
負
担
額
　
1
、
0
0
0
円

※
左
下
表
に
該
当
す
る
人
は
自
己
負

担
額
を
免
除
し
ま
す
の
で
、
持
ち
物

を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
費
用
の
一
部
助
成

　
市
で
は
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者

を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び
脳

ド
ッ
ク
を
受
検
す
る
人
へ
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
受
検
前

に
保
険
年
金
課
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
特
定
検
診
を
受
診
し
た
人
は
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
申
請
方
法
や
助
成
費
用
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
保
険
年
金
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
8
1

日程表
日程 場所

7月23日㈪・25日㈬・26日㈭・27日
㈮・29日㈰・30日㈪・31日㈫、8月2日
㈭、10月4日㈭・6日㈯・9日㈫・14日
㈰・15日㈪

保健福祉センター

7月10日㈫ 公民センター

7月11日㈬・12日㈭、10月2日㈫・3日㈬ 冨士センター

7月20日㈮、10月5日㈮ 桜台センター

7月13日㈮・14日㈯・17日㈫・18日
㈬・19日㈭、10月10日㈬・11日㈭・12
日㈮

西白井複合センター

自己負担額免除該当
対象 持ち物

市民税非課税世帯に属する人
無料券、国保被保険者証、
問診票

市医療費受給者証を持ってい
る人

受給者証、国保被保険者証、
問診票

70歳以上の人 国保被保険者証、問診票

※市民税非課税世帯に属する人は、事前に健診費用の免除
申請が必要となります。受診予定日の2週間前までに保険年
金課へ印鑑と国保被保険者証を持参してください。認定さ
れた人には、無料券を交付します。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　市では児童手当の現況届を対象者へ6月中旬に郵送しますので、必要事項
を記入の上で必要書類を添えて提出してください。
　現況届は毎年6月1日の現況を市が把握することで、引き続き受給要件に該
当するかを確認するための書類です。
　児童手当は6・10・2月の年3回支給します。
　現況届を提出しなかった場合は、6月分以降の児童手当が支給できなくな
りますので、注意してください。
【所得制限限度額が決定しました】
　児童手当の支給にかかる、扶養親
族等の数ごとの所得制限限度額は右
表のとおりです。
　年齢ごとの児童手当の月額（子ど
も1人当たり）については、広報しろ
い5月1日号などで確認することがで
きます。
■申・■問　6月29日㈮までに郵送か
直接児童家庭課児童家庭班☎（497）
3487へ
※6月24日㈰の午前9時から午後5時
まで、児童家庭課に臨時受付窓口を
開設します。

児童手当

現況届の提出を忘れずに

所得制限額
扶養親族などの数 所得制限限度額

0人 622万円
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円
4人 774万円
5人 812万円

6人以上

5人を超えた1人に
つき38万円（扶養
親族等が老人控除
対象配偶者または
老人扶養親族であ
るときは44万円）
を加算した額

地域福祉計画
タウンミーティング

　地域福祉計画は市の制度によ
るサービスを利用するだけでな
く、地域に住む皆さんの支え合
いで誰もが暮らしやすい地域を
作ることを目的として策定する
ものです。
　計画の策定においては、市民
や地域福祉に携わる25人で地域
福祉計画策定作業部会を組織し、
地域福祉計画策定委員会と共に計画の策定を進めてきました。
昨年9月には市内7会場で住民座談会を開催し、地域の皆さん
の声を基に地域福祉推進のための手段を検討してきました。
　このたび計画案の主な内容がまとまりましたので、市では
皆さんにその内容を説明し、意見をいただくためにタウン
ミーティングを開催します。
　参加には事前の申し込みは必要ありません。
日程・場所　6月30日㈯・福祉センター（清戸）、7月1日㈰・
保健福祉センター
時間　午前10時～正午
■問　社会福祉課厚生班☎（497）3482



子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

滝
田
家
の
常と

こ
な
め
つ
ぼ

滑
壺

　
滝
田
家
の
常
滑
壺
は
愛
知
県
知

多
半
島
一
帯
を
産
地
と
し
て
中
世

に
隆
盛
を
極
め
た
常
滑
焼
の
つ
ぼ

で
、
形
態
的
特
徴
か
ら
鎌
倉
時
代

後
半
の
こ
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
中
世
の
常
滑
焼
は
釉

う
わ
ぐ
す
り薬
を

使
わ
ず
登

の
ぼ
り
が
ま窯
で
焼
き
締
め
た
だ
け

の
陶
器
で
、
完
形
で
発
見
さ
れ
る

こ
と
は
ま
れ
で
す
が
、
滝
田
家
の

常
滑
壺
は
ほ
ぼ
完
形
で
、
市
内
に

残
る
稀
少
な
中
世
の
文
化
財
と
し

て
、
今
回
市
指
定
文
化
財
と
な
り

ま
し
た
。

　
つ
ぼ
の
大
き
さ
は
口
径
11
・
7

㌢
㍍
、
最
大
胴
部
径
20
㌢
㍍
、
底

径
10
㌢
㍍
、
高
さ
21
・
5
㌢
㍍
で
、

成
形
に
は
古
式
の
手
び
ね
り
技
法

が
使
わ
れ
て
、
変
色
部
分
は
あ
り

ま
す
が
全
体
的
に
は
茶
褐
色
に
焼

き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
は

口こ
う
え
ん縁
を
折
り
返
し
て
丸
く
ま
と
め

る
玉た

ま
ぶ
ち縁
口
縁
壺
で
、
肩
口
に
は
稜
り
ょ
う

を
持
ち
ま
す
。
器
面
を
整
え
た
痕

跡
と
し
て
口
縁
部
か
ら
肩
部
と
胴

部
の
下
端
部
に
、
回
転
台
を
使
っ

て
指
や
板
状
工
具
で
施
し
た
横
ナ

デ
を
確
認
で
き
、
模
様
の
ご
と
く

肩
部
に
二
条
の
圏け

ん
せ
ん線
が
引
か
れ
、

ヘ
ラ
ガ
キ
に
よ
る
刻こ

く
も
ん文
が
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
刻
文
は
鋭
利
な
工

具
で
、「
十
」
や
「
ハ
」
を
組
み

合
わ
せ
た
よ
う
な
印
を
横
に
三
つ

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

刻
み
、
そ
の
右
に
先
の
丸
い
棒
状

工
具
で
「
巳
」
様
の
印
を
左
90
度

回
転
さ
せ
て
一
筆
書
き
し
て
い
ま

す
。文
字
と
見
る
な
ら「
六
六
六
」

や
「
已
」
と
読
め
そ
う
で
す
が
、

類
例
が
無
く
文
字
と
も
記
号
と
も

断
定
し
が
た
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
常
滑
壺
は
火
葬
骨
の
骨
壷

に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、
骨
灰
を

含
む
土
が
底
に
こ
び
り
つ
い
て
い

ま
し
た
。
火
葬
は
現
在
日
本
で
は

一
般
的
で
す
が
、
歴
史
的
に
も
世

界
的
に
も
実
は
特
殊
な
葬
法
で
、

仏
教
と
深
く
関
り
ま
す
。
わ
が
国

の
火
葬
の
起
源
は
文
武
天
皇
四
年

（
七
〇
〇
）
法

ほ
っ
そ
う
し
ゅ
う

相
宗
の
道

ど
う
し
ょ
う照
が
最

初
に
行
っ
た
と
「
日
本
書
紀
」
に

記
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
天
皇
や
貴

族
達
も
採
用
し
、
中
世
に
は
武
士

達
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
庶
民
の
間
で

は
土
葬
が
普
通
で
、
中
世
の
「
我が

鬼ぎ
ぞ
う
し

草
紙
」
を
見
る
と
、
墓
場
に
遺

体
を
捨
て
置
く
こ
と
さ
え
あ
っ
た

よ
う
に
見
え
て
、
埋
葬
さ
れ
る
の

は
ま
だ
ま
し
な
方
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
た
と
え
火
葬
し

て
も
地
中
に
埋い

け
た
大お

お
が
め甕
を
骨
壷

代
わ
り
に
共
同
利
用
し
た
り
、
骨

壷
を
使
わ
ず
埋
納
す
る
場
合
も
少

な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
滝
田
家
の
常
滑
壺
は
た
だ
古
い

だ
け
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
す
で

に
仏
教
を
信
奉
す
る
特
別
な
人
々

が
住
み
つ
い
て
い
た
地
域
史
を
物

語
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
も
言

え
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

子

ど

も

コ   白井の夏を楽しもう～女子力アップ大作戦～
　白井の夏を楽しむために、今から夏
祭りの準備を始めませんか。
　1回ごとの受講も可能ですが、4回連
続で受講した人にはプレゼントがあり
ます。
講座名・日時・持ち物　下表のとおり
対象　市内在住・在勤・在学の女性　
10人（申し込み順）
※「レッツダンシング盆踊りパート1・2」
の参加には、事前申し込みは必要ありません。
保育　あり（要事前予約）
■申　6月15日㈮　午前9時から電話、Eメールか直接白井コミュ
ニティセンター  mail@shiroi-com10.comへ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

冨  

ベ
ビ
ー
&
キ
ッ
ズ
お

話
会

　  「
お
話
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
紙
芝
居
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
（
自
由
参
加
）

公  

0
歳
児
サ
ー
ク
ル

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
触

白
井
市
民
文
化
祭
芸
能

発
表
会
参
加
者
募
集

　
白
井
市
芸
能
振
興
会
で
は
市
と
協

力
し
て
開
催
す
る
芸
能
発
表
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程

　
11
月
3
日
㈷

参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
が

主
体
と
な
っ
て
構
成
す
る
か
、
市
内

に
活
動
拠
点
を
置
く
芸
能
団
体
ま
た

は
個
人

※
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体
・
個
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
7
月
31
日
㈫
ま
で
に
芸
能

振
興
会
　
舟
野
☎
（
4
4
6
）
1
3

5
3
へ

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
自
習
室

　
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
的
な
操
作
に
関

す
る
疑
問
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講

す
る
前
に
事
前
学
習
を
し
て
お
き
た

桜  

お
は
な
し
会

　 

「
お
は
な
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ

る
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
7
日
、
8
月
4
日
、
9

月
1
日
、
10
月
6
日
（
各
土
曜
日
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
合
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
2
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
〜
平
成

24
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の

保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
6
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
星
に
願
い
を
こ
め
て
、
七
夕
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
3
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

い
人
な
ど
の
相
談
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
師
が
応
じ
ま
す
。

日
時
　
7
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
、
8

月
22
日
㈬
・
9
月
1
日
㈯
・
5
日
㈬

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
混
雑
時
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き

る
時
間
は
1
人
1
時
間
で
す
。

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
8
人
（
先
着
順
）

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1
〜
3

白
井
市
春
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

日
時
　
7
月
1
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

場
所

　
県
立
白
井
高
等
学
校

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
以
上

部
門
　
ダ
ブ
ル
ス
　
男
子
1
・
2
・

3
部
、
女
子
1
・
2
・
3
部
（
参
加

数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

日程・内容

講座名 日時 持ち物

ゆかたの着付け
7月9日㈪
14:00 ～ 17:00

浴衣、腰ひも2本、半幅帯、前板

ゆかたに似合う
ヘアアレンジ

7月23日㈪
14:00 ～ 16:00

自立式の大きめな鏡、くし、
ヘアピン、ヘアゴム、髪飾り、
使い慣れているヘアスプレー・
ワックス、あればヘアアイロン

レッツダンシン
グ盆踊りパート1

7月23日㈪
16:30 ～ 17:30

上履き、タオル

レッツダンシン
グ盆踊りパート2

7月30日㈪
15:00 ～ 16:00

上履き、タオル

夏はすぐそこまで来ています！
市民プール7月1日㈰オープン

　市民プールは豪快なアドベンチャースライダーや流水プール、競泳プー
ル、ちびっこプールなどさまざまな施設があります。回数券（7枚で6回分
の料金）の販売もしています。
　市民プールは9月9日㈰まで利用できます。
利用時間　午前9時～午後5時（入場は午後4時まで）
利用料金　右表のとおり
利用方法　市内在住者は利用
カードを提示し、市民プール窓
口で入場券を購入
※市内在住で利用カードを
持っていない人は、市役所また
は各センターで受け取ること
ができます（1世帯につき1枚
発行、有効期限なし）。
問　市民プール☎（492）3113

市民プール利用料金

区分 利用料金

市内
在住者

一般・高校生・大学生 450円
小・中学生 150円
幼児（4歳以上） 100円

市外
在住者

一般・高校生・大学生 750円
小・中学生 300円
幼児（4歳以上） 150円

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

参
加
費

　
1
人
1
、
5
0
0
円

※
中
〜
大
学
生
は
1
人
1
、
0
0
0

円
で
す
。

申
　
6
月
21
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
出
場
部
門
・
住
所
・

氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
ク
ラ
ブ

加
入
者
は
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
へ

問
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
平
井
☎

0
9
0
（
8
7
2
5
）
2
8
3
8

白
井
市
あ
そ
ば
ね
会
民

泊
協
力
家
庭
募
集

　
白
井
市
あ
そ
ば
ね
会
実
行
委
員
会

で
は
、
白
井
市
と
福
島
県
伊
達
市
の

子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
民
泊

協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
入
れ
日
時

　
8
月
4
日
㈯

　
午

後
5
時
〜
5
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分

申
・
問

　
6
月
30
日
㈯
ま
で
に
あ
そ

ば
ね
会
実
行
委
員
会
　
黛
☎
（
4
9

2
）
1
3
9
1
へ

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
6
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
子
ど
も
と
気
軽
に
学
べ
る
茶
道
体

験
講
座
で
す
。
希
望
者
は
茶
を
た
て

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
7
月
7
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
男
性

の
保
護
者

　
5
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
人
3
0
0
円
（
茶
菓
子

代
）

申
　
6
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

母
親
く
ら
ぶ

　
夏
に
向
け
た
う
ち
わ
や
「
く
ま
の

い
な
り
ず
し
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
7
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

日本年金機構研修セン
ター運動施設開放日

肩の刻文部分

滝田家の常滑壺

　テニスコートとグラウン
ドのみの開放となります。
開放日時　7月7日㈯、8日㈰、
14日㈯、15日㈰、21日㈯、
22日㈰、28日㈯、29日㈰
午前9時～午後6時
対象　市内在住・在勤・在
学者（申し込み順）
※未成年者の利用には必ず
成人が同伴してください。
利用料金　テニスコート580
円、グラウンド2,900円
（各2時間単位）
申・問　6月25日㈪までに申
請書（生涯学習課にありま
す）に必要事項を記入の上、
直接生涯学習課スポーツ振
興班　内線3435へ
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趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
仲
間
の
写
真
ジ
ャ
ン
ル
は
異
な
り

ま
す
が
、
お
の
お
の
が
思
い
を
込
め

て
撮
っ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
6
月
19
日
㈫
〜
7
月

2
日
㈪
・
白
井
駅
、
7
月
2
日
㈪
〜

14
日
㈯
・
西
白
井
駅

問
　
須
藤
☎
（
4
9
1
）
8
8
1
3

◆
女
性
の
権
利
1
1
0
番

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
問
題
、

職
場
の
差
別
問
題
な
ど
、
女
性
の
権

利
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

◆
白
井
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
楽
し
く
仲
間
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

や
り
た
い
女
性
を
募
集
し
ま
す
。
各

種
大
会
に
も
参
加
し
ま
す
。

日
時

　
原
則
毎
週
土
曜
日

　
午
後
1

時
30
分
〜
　
場
所
　
河
原
子
グ
ラ
ウ

ン
ド
　
月
会
費
　
1
、
0
0
0
円

問
　
石
原
☎
（
4
9
1
）
9
9
0
1

◆
白
井
郷
土
史
の
会
会
員
募
集

　
語
り
伝
え
る
白
井
の
歴
史
、
伝
統
、

文
化
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
7
日

　
午
前
9
時
30
分

〜
正
午

　
場
所

　
市
内
各
セ
ン
タ
ー

年
会
費

　
5
、
0
0
0
円

（
機
関
紙
「
た
い
わ
」
作
成
代
な
ど
）

問
　
小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7
9

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お

早
め
に

　
労
働
保
険
料
の
年
度
更
新
手
続
き

に
は
、
平
成
23
年
度
労
働
保
険
料
を

精
算
す
る
確
定
申
告
と
平
成
24
年
度

見
込
み
保
険
料
の
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
申
告
・
納
付
期
間
は
7
月

10
日
㈫
ま
で
で
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
7

問
　
県
弁
護
士
会
☎
0
4
3
（
2
2

4
）
6
0
0
9

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
食
育
の
話
も

あ
り
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
開
場
　
午
前
10
時
）

場
所
　
印
西
市
そ
う
ふ
け
公
民
館

対
象
　
一
般
　
1
0
0
人
（
先
着
順
）

問
　
M
・
T
ね
っ
と
わ
ー
く
　
土
佐

☎
0
9
0
（
2
9
0
4
）
3
1
8
7

◆
十
五
周
年
記
念
「
北
総
会
舞
踊
民

謡
発
表
会
〜
北
総
の
絆

　
華
の
競
艶

〜
」

日
時

　
30
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜

（
開
場

　
午
前
10
時
）　
場
所

　
白
井

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

駅  
プ
チ
音
魂

　
バ
ン
ド
活
動
の
心
得
や
演
奏
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い
て
講
師
か
ら

学
び
な
が
ら
、
バ
ン
ド
同
士
の
交
流

を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
17
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
午
後

5
時

対
象
　
中
学
生
以
上

講
師
　
ビ
ー
イ
ン
グ
専
属
作
曲
家
　

村
松
基
充
先
生

申
　
16
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

　
折
り
紙
で
折
っ
た
ア
ジ
サ
イ
の
花

で
館
内
を
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
す
。
ギ

タ
ー
演
奏
や
菓
子
の
販
売
も
行
い
ま

す
。

日
時

　
20
日
㈬

　
午
前
11
時
〜
11
時

30
分駅  

市
民
活
動
パ
ワ
フ
ル

デ
―

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

や
市
民
活
動
団
体
が
、
活
動
報
告
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
何
か
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る

人
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
市
民
活
動
に

高

齢

者

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　

無
料
（
先
着
2
0
0
人
に
粗
品
贈
呈
）

問
　
北
総
民
謡
舞
踊
連
合
会
北
総
会

馬
場
崎
☎
0
9
0
（
3
6
9
4
）
3

4
5
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
県
立
四
街
道
特
別
支
援
学
校
「
教

育
・
医
療
相
談
会
」　「
学
校
公
開
」

　
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
医
師

と
本
校
職
員
に
よ
る
個
別
で
の
相
談

会
や
学
校
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
3
日
㈫
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
県
立
四
街
道
特
別
支

援
学
校
（
四
街
道
市
）　  

対
象
　
病

気
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
な
ど

申
・
問

　
電
話
で
県
立
四
街
道
特
別

支
援
学
校
☎
0
4
3
（
4
2
2
）
2

6
0
9
へ

◆
消
費
者
講
座

　 

「
食
品
の
安
全
と
放
射
能
」
に
つ

い
て
の
講
演
会
と
建
築
士
に
よ
る
住

宅
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
7
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

4
時
40
分
（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
印
西

市
）　  

対
象

　
一
般

　
1
2
0
人

（
先
着
順
）

申
・
問

　
電
話
で
県
建
築
士
会
印
旛

支
部
　
渋
谷
☎
（
4
9
2
）
0
5
5

6
へ

◆
な
ご
み
15
周
年
記
念
「
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
2
0
1
2
」

　「
P
a
n
・
N
o
t
e
・
M
a
g

i
c
」
に
よ
る
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
と

ド
ラ
ム
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
演
奏

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
7
月
7
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
（
開
場
　
午
後
1
時
）　  

場
所
　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一

般
　
2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
大
人
3
0
0
円
、
子
ど
も

1
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
代
）

申
・
問

　
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
穴

田
☎
（
4
9
1
）
6
9
3
9
へ

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　 

「
膀ぼ

う
こ
う胱
が
ん
と
ス
ト
ー
マ
造
設
」

「
夏
場
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
の
後
、
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
7
月
7
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
成
田
赤
十
字
病
院
（

成
田
市
）　  

対
象
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト

お
よ
び
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ

か
　
講
師

　
成
田
赤
十
字
病
院
第
二

泌
尿
器
科
部
長

　
細
木
茂
医
師
ほ
か

申
・
問

　
電
話
で
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
事
務
所
☎
0
4
3
（
3
0
9
）
7

5
7
1
（
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）
へ

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時
　
7
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
　
場
所

印
旛
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印
西
市
）

対
象
　
印
西
市
ま
た
は
白
井
市
に
在

勤
・
在
住
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選

任
さ
れ
る
予
定
の
人
　
1
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）　    

資
料
代
　
3
、

4
0
0
円

申
・
問

　
6
月
25
日
㈪
か
ら
27
日
㈬

ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
に
申
請
書
、
受
講
票
（
消
防
本
部
、

管
内
消
防
署
・
分
署
、
消
防
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
2
枚
（
縦

4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
を
貼
り
、
資

料
代
を
添
え
て
直
接
印
西
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
予
防
課
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
9
9
7
1
・

  h
ttp
://

h
o
m
e
p
ag
e
2
.n
ifty
.c
o
m
/

fire-in
zaich

ik
u
/

へ

◆
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
「
お
あ

し
す
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
あ

し
す
」
で
は
、
世
代
を
越
え
た
触
れ

合
い
の
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
も
行
い
ま
す
。
手
作
り
ケ
ー
キ
と

飲
み
物
で
楽
し
い
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
ど
う
ぞ
。

日
時

　
7
月
27
日
、
8
月
24
日
、
9

月
28
日
（
各
金
曜
日
）　  

午
前
11
時

〜
午
後
1
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
参
加
費

無
料

※
ケ
ー
キ
は
1
個
1
0
0
円
で
す
。

問
　
入
江
☎
（
4
9
2
）
2
0
7
0

興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
そ
ば
、
玄
米
赤

飯
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈮
　
午
前
11
時
〜
午
後

4
時

参
加
団
体
　
健
康
文
化
都
市
夢
ふ
れ

愛
サ
ー
ク
ル
、
N
P
O
法
人
み
ど
り

と
大
地
の
会
、
し
ろ
い
九
条
の
会
、

楽
器
演
奏
を
楽
し
む
会
　
ユ
ー
カ
リ
、

ア
ロ
ハ
　
フ
ラ
　
ナ
ニ
　
ほ
か

社  
ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
座

　
高
齢
や
障
害
、
病
気
な
ど
で
家
事

を
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
す
る
「
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ

ス
」
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
す
る

た
め
の
講
座
（
ヘ
ル
パ
ー
2
・
3
級

資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
を
全
5
日
間
で
実
施
し
ま

す
。

　
講
座
で
は
市
の
高
齢
者
の
現
況
や

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
の
概
論
や
介
護
保
険
制

度
、
車
い
す
介
助
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

　
7
月
2
日
㈪
・
5
日
㈭
・
9

日
㈪
・
26
日
㈭

※
実
地
研
修
を
別
に
1
日
行
い
ま
す

（
日
程
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

り
ま
す
）。

福   生きがい支援事業
①カラオケ発表会
日時　6月25日㈪、7月24日㈫、8月27日㈪　午後0時30分～
午後3時
対象　市内在住のおおむね60歳以上　30人（申し込み順）
②うちわ作り講座
　夏に向けて自分だけのオリジ
ナルうちわを作りませんか。
日時　7月11日・18日（各水曜日・
全2回）　午後1時～ 3時
対象　市内在住のおおむね60歳
以上　15人（応募多数の場合は抽
選）
参加費　300円　
申　①は開催日の3日前まで、②は6月30日㈯までに電話か
直接福祉センターへ

日
時

　
28
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

水
回
り
補
修
講
習
会

　
キ
ッ
チ
ン
や
洗
面
所
、
ト
イ
レ
な

ど
の
水
漏
れ
の
原
因
と
修
理
の
方
法

に
つ
い
て
、
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
12
日
㈭
　
午
後
1
時
45

分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
無
料

申
　
6
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
15
分

※
初
日
は
午
前
9
時
か
ら
、
7
月
9

日
㈪
は
午
後
3
時
15
分
ま
で
で
す
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
全
日
程
受
講
で
き
、
修
了
後

に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
人

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
保
険
代
、
資

料
代
）

申
　
6
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
社
会
福
祉
協
議
会
へ

コ  

第
1
回
白
井
産
業
ま

つ
り

　 

「
白
井
市
の
商
業
・
工
業
・
農
業

の
祭
典
」
と
し
て
、
市
の
産
業
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
じ
め
て

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
市
内
事

業
者
・
店
舗
に
よ
る
展
示
・
販
売
を

行
う
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
木
工
・
段
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
7
月
7
日
㈯
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時

オリジナルうちわで涼みませんか。

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。
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2012.6.15 8み ん な の ひ ろ ば

　5月19日に南山公園グラウン
ドで、日刊スポーツ新聞社主催
による「工藤公康・野球教室」
が開催され、市内の少年野球連
盟に加入している 8チームの 5、
6年生93人が集まり野球の基本
を教わりました。
　講師の工藤さんは元プロ野球
選手で投手として48歳まで現役

を続け、引退後は野球評論家として活躍しながら野球教室の講師を務
め、スポーツ好きな子どもたちの育成に努めています。この日はキャッ
チボールやトレーニング、ピッチングを中心に指導し「下半身を踏み
出して回転させれば肘は出る」などと身振り手振りを交えながら熱心
に指導し、気になる子には個別に声を掛け、丁寧に教えていました。
　参加した子どもたちは「体の基礎づくりや柔軟性が大事だと分かっ
た」「大スターに教わり、めちゃうれしい」などと感激していました。

生
物
の
生
息
状
況
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
多

数
の
植
物
な
ど
が
生
育
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
の
「
絶
滅
危
惧
種
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
種
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

青
草
や
広
り
伸
び
の
速
さ
か
な

紫
陽
花
の
靑
む
ら
さ
き
は
梅
雨
に
映
え

蟻
た
ち
の
出
入
り
や
去
年
と
同
じ
道

う
る
わ
し
き
も
の
皆
溢
る
聖
五
月

蝸
牛
望
む
筑
波
は
風
の
中

樹
上
揺
れ
鷺
飛
び
立
つ
や
夏
に
入
る

散
歩
み
ち
薔
薇
の
色
香
に
酔
い
し
れ
て

師
の
句
碑
に
出
逢
ふ
八
十
八
夜
か
な

石
鹼
玉
弾
め
ば
子
ら
の
は
じ
け
け
り

新
茶
入
れ
心
尽
く
し
を
盆
の
上

田
の
小
道
初
夏
の
か
お
り
の
風
が
吹
く

父
の
日
や
飽
か
ぬ
手
触
り
備
前
壺

散
り
て
な
お
み
ど
り
葉
清
く
桜
主

散
る
も
あ
り
咲
く
草
も
あ
り
春
動
く

梅
雨
寒
し
収
納
し
毛
布
ま
た
出
ぬ

梅
雨
晴
れ
や
巨
悪
許
さ
じ
民
の
声

夏
立
つ
や
海
に
巨
大
な
溶
鉱
炉

夏
に
入
る
束
ね
る
髪
の
太
き
か
な

夏
は
来
ぬ
白
い
の
梨
の
花
盛
り

母
の
日
や
花
贈
ら
る
ゝ
齢
な
る

母
の
日
や
亡
母
の
形
見
の
鯨
尺

薔
薇
園
に
異
国
の
空
の
生
れ
け
り

山
里
の
旧
家
の
家
紋
蔦
若
葉

若
葉
冷
え
貧
女
に
も
あ
る
一
行
詩

若
葉
萌
え
我
も
萌
え
立
つ
野
ら
仕
事

青
空
に
吉
高
桜
こ
ん
も
り
と

　
咲
き
満
ち
て
を
り
裳
裾
は
菜
の
花

あ
さ
な
さ
な
遺
影
の
夫
と
語
ら
ふ
は

　
悔
い
な
き
ひ
と
日
を
送
る
こ
と
な
ど

雨
上
が
り
歩
道
掃
く
横
走
り
去
る

　
重
量
ダ
ン
プ
揺
れ
る
紫
陽
花

幼
な
子
が
隅
田
堤つ

つ
みに
手
を
振
れ
り

　
船
の
デ
ッ
キ
に
吾
も
手
を
ふ
る

風
に
散
る
花
を
惜
む
か
萌
え
出
る

　
若
葉
の
香
り
間
近
き
も
の
を

ガ
ラ
ス
戸
を
夕
日
は
赤
か
く
染
め
て
お
り

　
明
日
の
日
出
を
誘
い
な
が
ら

天
の
時
地
の
利
人
の
和
合
わ
さ
り
て

　
養
老
の
里
蛍
の
乱
舞

庭
に
咲
く
著し

ゃ
が莪
の
一ひ

と
む
ら叢
分
け
く
れ
し

　
友
の
笑
顔
に
安
ら
ぎ
覚
ゆ

蜜
蜂
に
く
す
く
す
ぐ
ら
れ
ど
れ
だ
け
の

　
花
笑
ひ
お
る
か
誰
も
知
ら
ぬ
は

夕
暮
れ
て
街
灯
と
も
る
舗い

し
み
ち道
は

　
し
ぶ
き
来
る
雨
に
光
散
り
ば
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

大
松

　
　
　
川
又
勝
彦

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

南
山
　
　
　
齊
藤
　
鈴

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

清
水
口

　
　
池
川

　
悟

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

池
の
上

　
　
横
山
久
雅
子

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

大
松

　
　
　
織
本
泰
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

池
の
上

　
　
関
根
千
浪

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

根
　
　
　
　
印
南
満
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
市
内
谷
田
地
区
に
は
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
除
外
地
と

な
っ
た
県
有
地
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
昔
か
ら
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
活
用
さ

れ
て
き
た
里
山
の
自
然
が
今
も

し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
ま
す
。

　
周
り
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
お
か
げ

で
こ
の
地
域
は
景
観
だ
け
で
な
く

多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
お
り
、

貴
重
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い

る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
谷
田
武
西
の

原
っ
ぱ
と
森
の
会
」
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
や
諸
団
体
、
行
政
と
協
力

し
て
こ
の
残
さ
れ
た
里
山
の
環
境

を
な
ん
と
か
し
て
保
全
し
た
い
、

も
っ
と
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
理
念
の
も
と
、
任

意
団
体
を
経
て
、
平
成
22
年
5
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を
受
け
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
会
は
平
成
23
年
度
か
ら
の
3

年
間
、
市
の
「
市
民
団
体
活
動
支

援
補
助
金
」
交
付
団
体
と
な
り
、

県
企
業
庁
や
市
環
境
課
な
ど
と
話

し
合
い
な
が
ら
次
の
よ
う
な
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

①
生
き
物
な
ど
の
調
査

　
調
査
の
結
果
、
地
域
内
に
は
20

種
以
上
の
鳥
類
、
40
種
以
上
の
キ

ノ
コ
類
や
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生

④
保
全
作
業

　
県
企
業
庁
の
許
可
を
得
て
、
毎

月
2
回
程
度
、
樹
林
地
の
中
に
生

育
し
て
い
る
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
の
刈

り
取
り
や
草
原
の
草
刈
り
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ブ
タ
ク
サ

な
ど
の
外
来
種
を
抜
き
取
る
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
地
域
の
皆
さ
ん
や
行
政
、

あ
る
い
は
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
里
山
の
環
境
を
保

全
し
、
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
よ

い
の
か
を
相
談
し
な
が
ら
後
世
に

受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
同
会
の
堺

☎
0
4
7
6
（
4
6
）
0
6
8
1

ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

②
自
然
観
察
会
の
開
催
や
子
ど
も

の
活
動
の
支
援

　
広
く
市
民
に
呼
び
掛
け
て
、
自

然
観
察
会
を
年
4
回
ほ
ど
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
5
月
に
「
春

の
花
々
を
訪
ね
る
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
市
民
に
呼
び
掛
け
て
観
察

会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
昆
虫
・

キ
ノ
コ
・
鳥
を
テ
ー
マ

に
し
た
観
察
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に

触
れ
る
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

③
美
化
活
動

　
月
1
回
、
環
境
の
劣

化
を
防
ぐ
た
め
に
美
化

活
動
を
兼
ね
た
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
5
月
に
は
他
団
体

と
協
働
し
て
ご
み
の
撤

去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

憧れのスター選手から手ほどき

工藤さんからアドバイスを受ける子どもたち

草原での外来種の除去作業

N
P
O
法
人 

谷
田
武
西
の

　
　 

原
っ
ぱ
と
森
の
会 

市
民
団
体
活
動
支
援
補
助
金
交
付
団
体
③

　4月14日に北九州市立総合体
育館でウエイトリフティング
（重量挙げ）の全日本選手権大
会が開催され、市内根在住の安
藤美希子さんが自身の持つ日本
記録を塗り替える日本新記録で
優勝し、昨年に続く二連覇を達
成しました。
　3歳から体操を始めた安藤さ

んは、白井中学校を卒業後に埼玉栄高校でウエイトリフティングを始
め、たぐいまれな才能をいかんなく発揮して昨年3月の全日本ジュニ
ア選手権大会では高校新記録とジュニア新記録を樹立。今年の全国
大会では、自身の持つ日本新記録を塗り替えて二連覇を達成しており、
その活躍ぶりに目を見張るものがありました。
　5月に発表されたロンドン五輪代表選考会では、惜しくも代表選手
にはなれませんでしたが、今後の活躍が期待されます。

重量挙げ日本新で二連覇

全日本選手権で二連覇を達成した時の雄姿


